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化
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通
）
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五
位
堂
駅
徒
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約
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自
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（
駐
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場
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話
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な
し
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江
戸
期
か
ら
残
る
鋳
鉄
鳥
居

二
上
山
を
臨
む
近
鉄
五
位

堂
駅
南
約
６
０
０
㍍
に
十
二

社
神
社
が
あ
り
ま
す
。

目
を
引
く
の
は
鋳
鉄
の
鳥

居
。
柱
に
は
１
８
３
９
（
天

保

）
年
と
「
藤
原
美
信
」

の
銘
が
あ
り
、
一
部
は
昭
和

に
補
修
さ
れ
ま
し
た
。
拝
殿

横
の
建
物
に
は
鋳
鉄
燈
籠
４

基
が
奉
納
さ
れ
、

（
文
政

２
）
年
と
天
保

年
の
銘
、

鋳
物
師
の
名
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
こ
の
地
で
活
躍
し

た
五
位
堂
鋳
物
師
の
作
品

で
、
戦
時
中
の
金
属
供
出
か

ら
残
っ
た
貴
重
な
品
で
す
。

１
９
９
６
年
、
香
芝
市
の
指

定
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
、
五
位
堂
は
鋳

物
産
業
が
栄
え
、
県
各
地
の

寺
社
に
梵
鐘
な
ど
を
納
め

た
鋳
物
師
の
杉
田
、津
田（
藤

原
）、小
原
の
３
家
が
活
躍
、

津
田
家
は
今
も
操
業
し
て
い

ま
す
。

祭
神
は
天
神
７
代
、
地
神

５
代
。
香
芝
町
史
に
は
「
十

二
社
権
現
」
と
あ
り
ま
す
が

今
は
「
十
二
社
神
社
」
と
い

わ
れ
ま
す
。
宮
司
は
二
上
山

一
帯
の

の
神
社
を
兼
務
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
殿
は
「
一
間
社
春
日
造

（
正
面
の
柱
間
が
一
つ
で
屋

根
の
正
面
に
ひ
さ
し
が
付
い

た
建
築
様
式
）
で
、
両
側
に

摂
社
の
春
日
神
社
と
皇
大
神

社
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

拝
殿
に
は
氏
子
ら
の
絵
馬

が
た
く
さ
ん
奉
納
さ
れ
、
毎

年
４
月
の
第
１
日
曜
日
に
五

穀
豊
穣
を
願
う
お
ん
だ
祭

が
行
わ
れ
、
更
に
毎
週
住
民

ら
が
境
内
を
掃
除
す
る
な

ど
、
大
事
に
祭
ら
れ
て
い
ま

す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

平
越
真
澄
）

十
二
社
神
社
の
鋳
鉄
の
鳥
居
と
拝
殿
‖
香
芝
市
で


